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今回も引き続き文脇遺跡についてご紹介します。前回はムラの長のお墓である方形周溝墓につい

てふれましたが、ほかにも考古学上とても貴重なお墓が発見されました。それは、方形周溝墓の

第１8回平岡公民館文化・スポーツまつり～来て、見て、一緒に楽しもう！～ 

平岡公民館のメインイベント、文化・スポーツまつりまで１ヵ月を切りました。 

今年も、見て、聴いて、体験してと、各世代の皆様に楽しんでいただけるイベントが盛りだくさん

です。特に、サークル発表会、袖ヶ浦高校新体操部による演舞、ヒップホップダンスなどは、見るだ

けでなく体験もできます。また、袖ヶ浦交響楽団コンサート、平川保育所の子どもたちによる可愛い

ダンス、平岡小学校児童による合唱、平川中学校吹奏楽部の演奏、地域の伝統芸能である囃子や太鼓

など見ごたえ、聴きごたえのある演奏や発表もあります。ぜひ「芸術の秋」をご堪能ください。 

その他、サークル・地域の皆さんの作品展示、フワフワガウラや模擬

店、スポーツ体験、企業の皆さんによる工作教室や健康イベントなども

あります。ご家族と、そしてご近所の皆さんとお誘い合わせのうえ、遊

びに来てください。また、グラウンドゴルフ大会の参加者も募集中です！ 
・11月 1日（土）  9:00～16:00 各種展示・催し物 
・11月 2日（日）  9:00～15:00 各種展示・催し物 
・11月 3日（月・祝）9:00～11:30 グラウンドゴルフ大会 

シリーズサークル紹介③・・・さわやか会（自彊術
じきょうじゅつ

） 
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平岡交流センター（平岡公民館）だより 

さわやか会は、「豊かな人生は心身の健康から」を合言葉に、自彊術に

取り組むサークルです。自彊術とは、1916年に考案された日本初の健康

体操です。31 の動きから構成されており、特別な器具が不要で場所も選

ばないため、どなたでも始められます。呼吸法で心身のバランスを整え、

体調に合わせて体の隅々を動かす全身体操です。また、跳んだり跳ねたり

 

主催講座の様子・・ひらおか子ども教室③ 

第 3回の子ども教室は、平岡元気キッズプロジェクトの１周年記念として、

謎解きゲーム&キラキラドームづくりに取り組みました。 

最初の謎解きゲームは、平岡交流センターの建物全体を会場として、平岡

交流センターのマスコットである「おかピィを救え」をテーマに企画をしま

した。低学年と高学年で問題の難易度を変えて設定し、多目的ホールを中心

に、みんな元気よく交流センター中を駆け回って謎を解いていました。 

キラキラドームづくりは、１周年記念として子ども達に何がしたいかアン

ケートをとった結果、圧倒的に多かったイベントです。透明な瓶に洗濯糊を

加えた水を入れて食紅で着色し、好みのラメやスパンコール、フィギアを入

れて、自分だけの素敵なスノードームを作ることができました。 

最後はビンゴ大会です。子ども達の歓声が響き、全員が景品を貰い楽しい

時間を過ごしました。 

  

 

 

しないため、体への負担も少なく、生涯続けられる体操です。是非一緒に自彊術

に取り組んで、生き生きとした生活を送り、心身ともに健康になりませんか。 

活動は、毎週月曜日の 9:00～11:00 です。興味のある方は、本センター正

面入り口内のサークル紹介掲示物をご覧のうえ、お問い合わせください。 

 



ような溝を持ち 合 

 

 

 

 

 

 

掘り起こした地中からのメッセージ・・・平岡の考古学 その③ 

 
今 後 の 予 定 

 

 

ひらおかの夏祭り・・・みんなで夏の思い出つくろうよ 

１０月 8日（水） 乳がん検診 

１０月１１日（土） 第 4回そでがうらまつり 

１０月１６日（木） 平岡地区行政懇談会 

１０月１８日（土） 国際理解セミナー 

１０月２０日（月） 大腸がん検診 

１０月２２日（水） ガウラの涼みスポット閉鎖 
※10/27～11/6 の期間は、文化・スポーツまつりの準備・ 

片づけのため、交流センター（公民館）は利用できません。  

１１月 １日（土） 文化・スポーツまつり 

～３日（月） グラウンドゴルフ大会 

１１月１２日（水） 第 4回わくわく女性倶楽部 

１１月１５日（土） 第 4回幼児家庭教育学級 

１１月２２日（土） 第 2回地域人材育成講座 

１１月２４日（月） 総合防災訓練 

１１月２９日（土） 第 4回子ども教室・小学校 

家庭教育学級 

 

図書室からのお知らせ 

 10/27～11/9は読書週間です。 

 平岡交流センター図書室は、文化・スポーツ

まつり開催中の 11/1（土）．2（日）の両

日、大人向け本のお楽しみ袋をご用意します。

普段手にすることの無い作家さんやジャンルの

本に出会えるかもしれません。25セットなく

なり次第終了です。 

夏のトショロフェアには、24名の参加があ

り、期間中の貸出冊数 1位は 76冊でした。 

ありがとうございました。 

８月２３日（土）平岡交流センターで、平岡地区自治連絡会 ひらおかの

夏祭り実行委員会主催による「ひらおかの夏祭り」が開催されました。 

「平岡に共に住まう者同士が力を合わせ、これからの未来を担う子ども達

や孫たちに、自分たちの生まれ育ったこのまちの楽しさを感じてもらいた

い、私たちの地域に笑顔を」との想いのこもった夏祭りが、第２回目を迎え、

内容もより広がりをみせたお祭りとなりました。 

新しくワークショップや古着販売などの平岡マーケットを開催したり、会

場から離れた駐車場からはトゥクトゥクを走らせたり、ステージパフォーマンスでは上総太鼓の演奏を加

えたりして、第 1 回目に引き続く日本舞踊、銭太鼓、和太鼓、平中ソーランなどの発表とあわせ、一層の

賑わいがありました。 

平岡地区外の方も多くいたようで、ワクワク大抽選会の当選者には県外の方もいました。 

集う人の輪の広がりもあった第 2回目の夏祭り。 

笑顔があふれ、心が一つになった盆踊りの輪が広がったように、そして夜空に輝き、感動を描く打ち上げ

花火が広がったように、ひらおかの夏祭りが来年もより広がることを期待します。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
１階ロビー階段下のスペースは、引き続き 
学習スペースとして利用できます。 

 

今回も引き続き文脇遺跡についてご紹介します。前回はムラの長のお墓である方形

周溝墓についてふれましたが、ほかにも考古学上とても貴重なお墓が発見されました。

それは、方形周溝墓のような溝を持ち合わせていない小さなお墓でしたが、お墓の中か

ら数多くのガラス製の首飾りとともに、小銅鐸と呼ばれる青銅製の高さ 10 ㎝程度の

小さな銅鐸が出土しました。小銅鐸は音を鳴らして、マツリに使われた道具と考えられ

ており、このお墓にはマツリを司る巫女（みこ）が埋葬されていたと考えられています。 

銅鐸は東海地方より西側の各地で５００点あまり出土していますが、小銅鐸は北部

九州から関東地方まで広範囲に分布するものの、５９点しかありません。千葉県では９

例出土していますが、すべて西上総と呼ばれる東京湾側に集中し、袖ケ浦市内では文脇遺跡と袖ケ浦駅の

北側にある水神下（すいじんした）遺跡から出土しています。全国的にみても数少ない小銅鐸や前回ご紹

介した帯状銅釧を所有していた文脇遺跡は、弥生時代の重要な遺跡であると考えられ、当時ムラが繁栄し

ていた様子が窺えます。                    袖ケ浦市郷土博物館長 西原崇浩 
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